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特定非営利活動法人 

はこだて音の視覚化研究会 
NPO Hakodate Info Barrier-free Project 

 

（平成２０年６月１０日設立） 

 

 

 

マークデザインの由来 

 平成１７年８月１日、耳の聞こえない仲間たちは、函館港まつ

りの花火大会に参加したとき、夕闇の空に打ち上げてパッと輝く

大きな花輪が広がってその音を胸に響き受けたことから「音が見

える」ような気がして、花火のマークを付けました。 

 黄色の花火は幸せの色となって、聞こえない仲間たちの夢と希

望を持って世界を救えるために大きな空へはばたいていこうと誓

いました。 

 法人名称の「はこだて」は、公立はこだて未来大学から、「音の

視覚化」は、その大学の教授、研究学生によって名づけられ、先

進的な地域貢献を取り組むため、社会参加を促進するなどの共同

研究活動をしています。 

 このマークは平成２０年６月１０日に制定しました。 

 

資  料 
 

（平成２４年版） 
平成２４年３月３１日現在 

 

わたしたち法人は、平成 23 年 8 月 5 日改正の障害者基本法第

22 条の情報の利用におけるバリアフリー化等のための研究、新

しいシステム開発の活動をしています。資料は「音の視覚化」、

「情報アクセシビリティ」と表記されますが、「情報のバリアフ

リー化」と読み替えさせていただきますようお願いします。 
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特定非営利活動法人 はこだて音の視覚化研究会 

設 立 趣 旨 書 

 

 

 

１ 趣旨 

 

●現状や問題点 

 ２１世紀に入っても、ろう者をはじめ多くの障がいをもっている者を取り巻く問題は深刻さを

増しています。 

 生活様式や社会の急激な変化のため、現状や問題点については、次のとおりとなっています。 

（１）新しい社会基盤（パソコン、携帯等）になじめない。 

（２）コミュニケーションがとれない。 

手話を使うため、健常者とふれあう機会が少ない。 

文字や言葉の意味がわからない、という人がいる。 

とくに高齢のろう者については、頑固でわがままなため、コミュニケーション

がとれず、問題がある。 

（３）働く意欲があるが、手に職がない。 

ろう者を取り巻く雇用問題は深刻さを増している。 

「電話応対が原因で、不採用されているなど不利益がある」などがある。 

（４）障がい者に対するいじめや嫌がらせ。 

（５）ひきこもり。 

（６）障がい者等が生活する上での必要な情報が整理された形で提供されていない。 

 

●解決方法や必要な事業 

 これらの問題を解決するためには、専門的な知識を持った団体が、ろう者をはじめ多くの障が

いをもっている者に対して、次のとおり事業を行うことが必要であると考えています。 

（１）操作方法の講習など学習機会の提供、障がい者が必要とする情報の提供、悩み相談

などの生活支援。 

（２）手話研修などのコミュニケーション支援。 

（３）新たなコミュニケーション手段の研究＝「音の視覚化」の研究。 

（４）職業能力開発のための研修が必要。 

（５）障がい者等に対する社会の理解が不足していることから、情報収集・研究、発信な

どの活動が必要。 

（６）障がい者等の積極的な社会参加が必要。 

 

●法人の使命、目的 

 私たちは、ろう者をはじめ多くの障がいをもっている者に対し、手話研修などのコミュニケー

ション支援やパソコン講習などの職業能力開発支援などを行うとともに、手話通訳者に代わる新

たなコミュニケーション手段として、外部からの音声を認識し、ディスプレイ上にその音声を手

話等で表現できるシステム「音の視覚化」の研究に関する事業を行い、障がいのある人もない人

も、誰もが安心して生活をおくることができる心豊かで多くのふれあいに満ちた暮らしやすい生

活の実現を作ることを自らの社会的使命とし、実現を目指していくことにいたしました。 
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●法人格が必要となった理由 

 私たちはこれまで、ろう者を中心に、障がい者支援を行っているグループや市民有志で集まり、

その支援やサポートについて研究を重ねてきました。 

 今後、私たちの社会的使命をより確実に実現させていくためには、継続的で安定した運営体制

を持つ組織が必要であること、また、活動の組織的基盤をより一層確立していく必要があると考

え、特定非営利活動促進法に基づく法人格を取得することとし、特定非営利活動法人はこだて音

の視覚化研究会を設立することにいたしました。 

 私たちは、特定非営利活動法人認証後は、専門的な知識や経験を活かし、研究や学習を絶やさ

ず、高い志と熱意を持ち寄り、ろう者をはじめ全ての人々の生活の質を高めることを目指し、全

力で活動を進めていきます。 

 

 

 

２ 申請に至るまでの経過 

 

 私たち、ろう者は、日頃から、社会生活の不便さ、差別等をなくし、「障がいのある人もない人

も、誰もが安心して生活をおくることができる心豊かで多くのふれあいに満ちた暮らしやすい生

活」の実現を話し合っていました。 

 ２００７年８月１６日、公立はこだて未来大学の情報学博士の小野先生に会って、「新たなコミ

ュニケーションの手段として、外部からの音声を認識してディスプレイ上に手話で表現できるシ

ステム（＝「音の視覚化」）を構築できるのですか？」と話し合ったのが始まりでした。 

 ２００７年９月１５日、東京にある日本聴覚障害者コンピュータ協会（のちＮＰＯ法人）が主

催した研修会（函館市青少年研修センター）において、「障がい者が暮らしやすいまちづくり」の

講演を聞き、「音の視覚化」を活用として、災害時に災害の発生等の情報をろう者に速やかに知ら

せるなど、障がい者にとって暮らしやすいまちづくりを進めることができるのではないかと、有

志で話し合いました。 

 ２００７年９月２８日、ろう者団体や手話サークルから数人を集め、設立発起人会を組織し、

「音の視覚化」を活用して「障がい者が暮らしやすいまちづくり」を進めるため、法人化の必要

性を検討し始めました。 

 この趣旨に賛同する者が、２００７年１０月から設立に向けて討論を重ね、特定非営利活動法

人はこだて音の視覚化研究会を設立するため、２００８年１月２２日に設立総会を開催し、全会

一致をもって認証申請を行うことを決議しました。 

 

 

 

 平成２０年１月２２日 

 

 

特定非営利活動法人 はこだて音の視覚化研究会 

設立代表者 

住所 北海道函館市五稜郭町３番１５号 

氏名  兼 平 新 吾      印 
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目   的 

 この法人は、ろう者をはじめ多くの障がいをもっている者に対し、手話研修などのコミュニケーシ

ョン支援やパソコン講習などの職業能力開発支援などを行うとともに、新たなコミュニケーション手

段として、外部からの音声を認識し、ディスプレイ上にその音声を手話等で表現できるシステム「音

の視覚化」の研究に関する事業を行い、障がいのある人もない人も、誰もが安心して生活をおくるこ

とができる心豊かで多くのふれあいに満ちた暮らしやすい生活の実現に寄与することを目的とする。 

 

事   業 

【特定非営利活動に係る事業】 

①生活支援事業 
１．ＩＴ研修  パソコンや携帯電話の操作方法の講習を行う。８月から３月まで毎月１回、

計８回開催予定。 

２．障がい者等に対する地域情報の提供 

生活、雇用、防災・防犯、文化・スポーツなど障がい者が生活する上で必要な情報を収

集し、手話や字幕付きのＤＶＤを作成し、障がい者等に提供する。「まちづくり情報Ｄ

ＶＤライブラリー」（テーマは７種とし、１ヶ月に１テーマの録画編集活動を行う。） 

３．心配事、困りごとの相談 

人間関係などのトラブル、障がい者の人権（手話を使う権利など）侵害など心配事や困

りごとの相談をおこなう。 

②コミュニケーション支援事業（本年度実施なし） 

１．手話通訳等派遣事業  ろう者のコミュニケーションのために手話通訳派遣を行う。 

２．手話点字学習研修   障がい者のコミュニケーション能力の向上を図るため、手話・

要約筆記講習、点字講習を開催する。 

③音の視覚化研究事業 

１．(地域)手話情報データベース化事業 

ろう者等が手話を行う様子を撮影して、(特化した)手話の動画等の画像データを収集し、

データベース化するための調査派遣。また、手話の動画等を収集した(地域)手話情報を

手話アニメーション編集ソフトなどで作成した(地域)手話情報データベースを記録保

存する作業を行う。また、日常生活に使用される日本語の語彙数は６万語であり、今後

１年間制作する場合は、１０００語を作成し記録作業。 

２．音の視覚化・言葉のイメージ化の研究 

手話通訳者に代わるコミュニケーションできるよう、電子機器等を利用して、外部から

の音声を認識しディスプレイ上に手話等で表現できる、また、ろう者等の手話表現を音

声で出力できるようなシステム（「音の視覚化」という。）を、公立はこだて未来大学と

共同して研究する。 

 また、手話では正確に表現できない「波の音」、「船の音」、「市電の音」、「朝市で騒ぐ

音」、「ハリストス正教会」、「土方歳三」、「函館こがね」、「かっぱがす」、「けっぱる」な

ど函館ならではの音や言葉を集めて、その映像イメージ、効果音、字幕説明等をディス

プレイ上に、上記のシステムで表現することにより、ろう者にも、ふるさとはこだての

音を心豊に感じてもらう一助とする。 

  （実現イメージです。） 
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④職業能力開発及び雇用支援事業（本年度実施なし） 

１．職業技能講習研修 

障がい者を対象に、ワープロ文書、表計算、データベース、名刺・年賀はがきの作成、

システム構築、プログラム開発などの知識を習得するためパソコン講習を行い、職業能

力・技能習得の支援を行う。 

「障害者自立支援法に基づく就労継続支援Ｂ型」を導入して雇用創出を促進して生産活

動、リーダーシップ育成を行う。 

⑤暮らしやすいまちづくり推進事業 
１．まちづくり調査・研究及び提言事業 

地震や津波などの災害時に、災害の発生をろう者などの障がい者に速やかに知らせるな

ど「音の視覚化」を活用したまちづくりを推進するため、調査・研究等を行うとともに、

その調査研究結果等を行政や大学、事業者などに提言する。 

※「音の視覚化フォーラム」 

 地域活性化のため函館とその近郊の福祉団体およびＮＰＯ団体、行政の防災担当者、

災害救援団体等の交流の場をつくり、タウンミーティングの形で行う。 

※テーマ「障害のある人もない人も誰もが暮らしやすいまちづくりの理想像」の講演等

を行う。 

⑥情報収集発信事業 

１．障がい者の社会生活に関する情報の収集・整理活動 

※障がい者の社会生活の不便さ、職場や地域などにおける社会的な立場などの実態調査

を行う。 

２．機関誌やホームページ等による各種情報発信活動 

※はこだて音の視覚化研究会の機関紙発行をするとともに、携帯電話やホームページ等

による地域への情報発信を行う。 

３．政策提言事業 

※障がい者が暮らしやすいまちづくりにするための施策等を行政等に対して提言する。 

⑦指定障害福祉サービス事業（検討中） 
１．聴覚障害者就労支援センター「きずな風」活動 

※「障害者自立支援法に基づく就労継続支援Ｂ型」を導入して雇用創出を促進して生産

活動、リーダーシップ育成を行うために、指定障害福祉サービス事業所を開設する（予

定）。 

⑧その他この法人目的を達成するために必要な事業 
１．各支援団体との交流活動 

※ろう者など障がい者関係の団体が開催する大会や各種研修会等に参加し、情報交換な

どを行う。 

 

【その他の事業】（本年度実施なし） 

①物品等の斡旋及び販売に関する事業 

②役務に関する事業 

③会員相互の交流に関する事業 

④出版に関する事業 

 その他の事業は、特定非営利活動に係わる事業に支障のない限り行うことができるものと

し、収益が生じた時は、これを特定非営利活動に係わる事業のために使用する。 

 

 

（平成２３年６月２３日一部改正の当法人定款より抜粋） 
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実   績 

【事の始まり】 

・平成１７年(２００５年)４月ごろ、耳の聞こえない仲間を７人集めて「働く意欲があるが、手

に職がない。」と話し合っていたのが始まり。 

私たち、ろう者は、日頃から、社会生活の不便さ、差別等をなくし、障がいのあ

る人もない人も、誰もが安心して生活をおくることができる心豊かで多くのふれあ

いに満ちた暮らしやすい生活の実現」を話し合って、自発的な社会貢献活動始動。 

【平成１７年（２００５年）】 

・４月５日、日本聴覚障害者コンピュータ協会手話研究部から「コンピュータ用語の手話２００

２年版のＣＤ－ＲＯＭ版」を製造するために「嵐田ファミリー工場」（嵐田功工場長）

を設立。（「嵐田ファミリー工場」の名づけ親は、大阪の山下剛さん。） 

「コンピュータ用語の手話～小僧偏～」（５０語収録）のパンフレットを作成開始。 

嵐田ファミリー工場の皆さん 

 

・８月１日、嵐田ファミリー工場から「生活する上での必要な情報が整理された形で提供されて

いない」との話で、「光と振動の腕時計」や「画面上に手話で表現できるシステム」

を発案。（設計図は以下のとおり。） 

        
「光と振動の腕時計」の設計図は無かったので、公立はこだて未来大学へ行って相
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談をしたいとの話があった。 

・この頃、嵐田ファミリー工場は、製造業として個人事業を函館税務署により許可。また、販売

受託事業としてヤマト運輸、ＮＰネットショップとの販売受託契約、インターネッ

ト上でのオンラインショップ「はこみみネット」も開設。（１枚５００円で販売開始。） 

・１０月１日、日本聴覚障害者コンピュータ協会手話研究部との共同協力で「コンピュータ用語

の手話ＣＤ－ＲＯＭ版」の製造を開始した。 

【平成１８年（２００６年）】 

・１０月３１日、コンピュータ用語の手話ＣＤ－ＲＯＭ版、１３６枚売上目標達成。 

【平成１９年（２００７年）】 

・４月１８日、公立はこだて未来大学に「生活する上での必要な情報が整理されていない」こと

から設計図の「画面上に手話で表現できるシステム」を作りたいという社会貢献の

ために提案を応募した。 

・８月１６日、公立はこだて未来大学の情報学博士の小野先生に会って、「新たなコミュニケーシ

ョンの手段として、外部からの音声を認識してディスプレイ上に手話で表現できる

システム（＝「音の視覚化」）を構築できるのですか？」と話し合った。 

・９月１５日、東京にある日本聴覚障害者コンピュータ協会（のちＮＰＯ法人）が主催した研修

会（函館市青少年研修センター）において、「障がい者が暮らしやすいまちづくり」

の講演を聞き、「音の視覚化」を活用として、災害時に災害の発生等の情報をろう者

に速やかに知らせるなど、障がい者にとって暮らしやすいまちづくりを進めること

ができるのではないかと、有志で話し合った。 

（「音の視覚化」の名付け親は、小野先生と小川浩平院生。） 

・９月２８日、ろう者団体や手話サークルから数人を集め、設立発起人会を組織し、「音の視覚化」

を活用して「障がい者が暮らしやすいまちづくり」を進めるため、多くの研究活動

資金を確保することなどから、法人化の必要性を検討し始めた。 

【平成２０年（２００８年）】 

・１月２２日、平成１９年１０月から設立に向けて討論を重ね、特定非営利活動法人はこだて音

の視覚化研究会を設立するため、設立総会を開催し、渡島支庁に認証申請を行った。 

・４月１日、函館市地域交流まちづくりセンターで、貸し事務ブースを使用開始。 

・６月３日、北海道知事より認証を交付し、６月１０日をもって特定非営利活動法人はこだて音

の視覚化研究会を設立。 

・６月１４日 第１回理事会開催。公立はこだて未来大学との共同研究で、第一ステップアップ

「研究会議」スタート宣言。 

・６月２２日 公立はこだて未来大学で、第１回音の視覚化研究ミーティング開始。 

       「打ち合わせ」 以降毎月１回開催。 

       小野先生、岡本先生、川越先生をはじめ、研究学生３人と共同研究を開始。 

・７月２４日、同大、第２回音の視覚化研究ミーティング開催。 

       「今後の計画について」 

・８月２７日、同大、第３回音の視覚化研究ミーティング開催。 

       「ＩＴＡＣＯシステムについて」 

・８月３０日、同大、北海道障害学シンポジウム開催。 

       「音の視覚化」研究発表（別紙参照・資料２参照） 

・９月２４日、同大、第４回音の視覚化研究ミーティング開催。 

       「オノマトペ＋イメージについて」 

・１０月２２日、同大、第５回音の視覚化研究ミーティング開催。 

       「聴覚障害者のための情報保障について」 
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音の視覚化プロジェクトチーム 

 
写真上段左から 岡本先生、板垣、安部、高宮 

写真下段右から 小野先生 兼平理事長 川越先生 （公立はこだて未来大学にて） 

 

・１２月１日、同大、第６回音の視覚化研究ミーティング開催。 

       研究発表のための実験物品の購入等の検討。 

【平成２１年（２００９年）】 

・１月９日、同大、第７回音の視覚化研究ミーティング開催。 

      「手話アニメーション編集ソフト・マイムハンドⅡの編集方法の説明」 

同大より、日立製作所手話アニメ Standard 版を借りて、地域手話データ作成開始。 

・２月２７日、同大、北海道障害学シンポジウム開催（学際研究発表）。 

       「音・声の認識技術とその応用」 名古屋工業大学大学院准教授 李晃伸先生 

        （音声認識エンジンＪＵＬＩＵＳの紹介） 

       「日立における手話アニメーション技術の紹介」 

              日立製作所中央研究所人工知能システム研究所 佐川浩彦先生 

       （手話アニメーションソフト・マイムハンドⅡとその応用の紹介） 

・３月１６日、同大、北海道障害学シンポジウム開催（学際研究発表）。 

「聴覚障害者のアクセシビリティの向上のために－「音の視覚化」システムの提

案」 日本聴覚障害者コンピュータ協会理事 兼平新吾 

・３月２８日、平成２１年３月２８日に公立はこだて未来大学の「音の視覚化プロジェクト」の

論文発表を行った。第一ステップアップ「研究会議」の成果を完了した。 

今後、この研究開発から実現までは数十年かかると予想される。途中にあきらめ

ず継続して研究開発することが必要となるので努力していく。 

・４月１日、第二ステップアップ「情報収集・調査研究」スタート宣言。 

(地域)手話情報データベース化事業「地域手話情報データベース化のための調査

派遣」開始。特化した地域手話情報を手話アニメーション編集ソフトなどで作成
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して地域手話情報データベースを記録保存する作業を行う。また、日常生活に使

用される日本語の語彙数は６万語であり、今後１年間制作する場合は、１０００

語を作成し記録作業を開始。（翌年１月

上旬まで作業進行。） 

・５月３１日、第１回通常総会開催。役員改選３人新

任６人再任。会員数２０人。 

独立行政法人福祉医療機構「長寿・子育

て・障害者基金」助成事業（以下「ＷＡ

Ｍ助成事業」という。）の助成金を受けて、

音の視覚化研究開発事業としてスタート

となる。 

障害者の雇用創出のため、職業能力開発

及び雇用支援事業の方針議論を開始。 

・６月１４日、ＤＰＩ（障害者インターナショナル）

日本会議全国集会、函館で約 700 人の障

害者を集い、開催。 

分科会３：権利擁護で「聴覚障害者の意

見」を発表。「情報のバリアフリー化」と

考えられることの結論回答。 

・７月１１日、地域手話情報データベース化のための

調査派遣。東京（日本聴覚障害者コンピ

ュータ協会）。 

以降、８月１日、翌年１月１６日派遣。 

手話アニメ「コンピュータ用語の手話」267 語収集して作成（未公開）。 

・７月１９日、障がい者等に対する地域情報の提供事業開始。 

「音の視覚化まちづくり情報ＤＶＤライブ

ラリー」生活・雇用・防災・文化スポーツ

などテーマ２０種撮影活動を開始、障害者

が生活する上で必要な情報を収集し、環境

音の分析をし手話や字幕つきのＤＶＤを作

成し、障害者等に提供した。（翌年３月下旬

まで作業進行。） 

・１１月１４日～１５日、地域手話情報データベース化

のための調査派遣。札幌市（北手協研修会）。

参加者数６人。 

【平成２２年（２０１０年）】 

・１月１９日、「音の視覚化まちづくり情報ＤＶＤライブ

ラリー」 

撮影された映像データの整理、環境音の分

析をし手話や字幕つきのＤＶＤを作成する

作業を行った。（３月３１日まで）。 

・３月２２日、「音の視覚化ＩＴ研修講座」まちづくりセ

ンター、参加者数１２人。 

音の視覚化研究に関するパソコンや携帯電

話の操作方法の講習を行いました。 
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・３月２８日、「音の視覚化フォーラム」函館市青年センター、参加者数４０人。 

地域活性化のため函館とその近郊の福祉関係団体及びＮＰＯ団体、行政の防災担当

者、災害援助団体等の交流の場をつくる。内容は、講演・パネルディスカッション 

１．「聴覚障害者の労働問題」 

日本聴覚障害者コンピュータ協会理事 安井謙治（滋賀県聴覚障害者協会理事・労

働対策部） 

２．「情報のバリアフリー化」 

日本聴覚障害者コンピュータ協会 塩野谷富彦（千葉県聴覚障害者協会理事） 

  

 

 

・３月２８日、第２回通常総会開催。社員１０人出席。会員数２０人。 

・３月３１日、ＷＡＭ助成事業の実績報告・決算報告作成、ＷＡＭに報告。音の視覚化研究開発

事業を完了した。 

・４月１日、第二ステップアップ「情報収集発信と調査研究」を前年度より第２弾として引き続

き活動。 

地域手話アニメーション、平成２１年１月９日から平成２２年３月３１日までに作
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成された地域手話情報データベース化の調査結果、合計１，０４２語作成完了。 

コンピュータ用語の手話２６７語、指文字・英文５語、日常生活３３９語、 

地域手話（函館２８６語、北海道１４５語）４３１語。すべて未公開。 

・４月２９日、聴覚障害者向けＩＴパソコン研修会、まちづくりセンターで開催。 

「初心者のためにパソコン操作方法」 

キャンパス・コンソーシアム函館 田村昌弘。 

・６月５日、まちづくりセンター貸事務ブース、第８回音の視覚化研究ミーティング開催。 

      「地域手話アニメーション情報構築方法」未来大生と議論、構築実験。 

・７月３日、まちづくりセンター貸事務ブース、第９回音の視覚化研究ミーティング開催。 

      「地域手話アニメーション情報構築方法」未来大生と議論、構築実験。 

・７月１０日～１１日、京都府京都市、地域手話情報データベース化のヒアリング調査派遣。 

・７月３１日～８月１日、茨城県水戸市、地域手話情報データベース化のヒアリング調査派遣。 

・８月７日、まちづくりセンター貸事務ブース、第１０回音の視覚化研究ミーティング開催。 

      「地域手話アニメーション情報構築方法」未来大生と議論、実験。 

・８月１２日、渡島総合振興局より地域づくり推進事業の交付金を受けて、音の視覚化開発研究

事業を開始。 

・８月２０日、パソコン研修を通して聴覚障害者の技術能力向上のための就労支援を行い、安心

して働ける場をつくるＩＴ業を柱として起業する目的で、「聴覚障害者就労支援セン

ター・きずな風」の開設準備活動を開始。（議論・検討段階） 

・９月４日～５日、北海道苫小牧市、地域手話情報データベース化のヒアリング調査派遣。 

・９月  日、第６回ＮＰＯまつり、まちづくりセンターで開催。バザー出店、５人参加。 

・９月１２日、京都府京都市、地域手話情報データベース化のヒアリング調査派遣。 

・１０月１日、「音の視覚化まちづくり情報ＤＶＤライブラリー」 

撮影された映像データの整理、環境音の分析をし手話や字幕つきのＤＶＤを３種作

成する作業を行った。（３月３１日まで）。 

・１０月２日、まちづくりセンター貸事務ブース、第１１回音の視覚化研究ミーティング開催。 

      「地域手話アニメーション情報構築方法」未来大生と議論、実験。 

・１０月３日、北海道ろうあ連盟主催の道南ブロック研修会、伊達市で開催。【別紙１参照】 

「聴覚障害者のための情報アクセシビリティ～手話アニメーションのお話～」を発

表。（道南ブロックは、函館・小樽・室蘭・伊達・後志・苫小牧のろうあ団体構成） 

・１０月８日、ＨＩＴ（北海道総合研究調査会）主催の地域貢献支援活動研修会、札幌開催。 

以降、1/14～15、2/17～18、3/19 にも参加。（起業プランコンペ研修を含む） 

・１１月６日、まちづくりセンター貸事務ブース、第１２回音の視覚化研究ミーティング開催。 

      「地域手話アニメーション情報構築方法」未来大生と議論、実験。 

起業プランコンペ（内閣府地域貢献雇用創造事業）の応募も検討した。特化した地

域手話アニメーションを使った手話教材への貢献、聴覚障害者等の雇用創造事業と

して 11/30 に正式応募。 

・１１月２０日、東京、日本聴覚障害者コンピュータ協会主催の例会で「音の視覚化プロジェク

トの報告」を発表。 

・１２月１日、(地域)手話パンフレットを制作して無料配布。 

ブログ構築・サンプル展開試験のため、公開は行わない。 

【平成２３年（２０１１年）】 

・１月１７日、臨時総会開催。社員１２人出席。定款変更に関する件、「(7)指定障害福祉サービ

ス事業」を追加案可決、渡島総合振興局に定款変更による認証申請。 

・１月２９日、まちづくりセンター、内閣府地域社会雇用創造事業・北海道社会的起業プランコ
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ンペ（個人契約・第２次募集）選定評価委員会によるプレゼンテーションに参加。 

「３Ｄ手話アニメーションを使った手話教育への貢献事業」の計画発表。 

日立製作所が開発しているアプリケーション（マイムハンドⅡ）では基本語句しか

入っていないため、私たちが生活をしている特化した地域の手話データを作り、販

売して手話教育への地域貢献につながることを取り組むという計画。【別紙２参照】 

（その後、2/27 採択決定、3/28 個人として起業支援金交付契約、4/1 から開始。） 

・２月５日、まちづくりセンター貸事務ブース、第１３回音の視覚化研究ミーティング開催。 

      「地域手話アニメーション情報構築方法」未来大生と議論、実験。 

・２月 日、まちづくりセンター、「ビジネスコミュニティ講座」参加。 

ＮＰＯ会計基準研修、ＮＰＯ法の一部改正のための討論。 

・３月１１日、東日本大震災発生。函館にも津波被害。 

・３月１２日、聴覚障害者向けＩＴパソコン研修会、株式会社ニューメディアセンターで開催。 

「画像編集ソフト（ＧＩＭＰ）による画像編集基礎講座」 

有限会社澤商パソコンインストラクター 工藤佳子、 

サブ講師 於本郁民・池野幸紀子。 

・３月１３日、聴覚障害者向けＩＴパソコン研修会、株式会社ニューメディアセンターで開催。 

「Microsoft Office Word による名刺作成講座」 

有限会社澤商パソコンインストラクター 於本郁民、 

サブ講師 工藤佳子・池野幸紀子。 

・３月３１日、聴覚障害者就労支援センター・きずな風の開設準備中、サービス管理責任者候補

者が見つからないため、渡島総合振興局への指定許可申請は、見つかるまで保留。 

・４月１日、第三ステップアップ「構築・実験」スタート宣言。 

「指定障害福祉サービス事業」という新しい事業の追加を伴い、障がい者の働きや

すい職場づくりを取り組むために聴覚障害者就労支援センター「きずな風」の準備

をするため、内閣府社会地域雇用創造事業北海道企業・起業プランコンペ「３Ｄ手

話アニメーションを使った手話教材への貢献事業」（個人契約）をスタート。 

・４月４日、地域づくり事業の実績報告・決算報告作成、渡島総合振興局に報告。音の視覚化研

究開発事業を完了した。 

地域手話アニメーション、平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までに作

成された地域手話情報データベース化の調査結果、合計３７６語追加作成完了。 

地域手話データベース累計１，４１８語。すべて未公開。 

・４月１７日、プランコンペのため昭和事務所開設。（昭和タウンプラザ向かい） 

内閣府地域社会雇用創造事業起業支援金を受けて起業プランコンペ準備開始。 

・５月１５日、東京、市ヶ谷の手話教室「華乃樹」、ヒアリング座談。（鈴木道雄先生） 

・５月１６日、東京、国分寺の日立製作所中央研究所、人工知能システム構造の説明、手話アニ

メ Professional 版のライセンス購入交渉（佐川浩彦先生）。 

・５月２９日、第３回通常総会開催。役員改選４人新任５人再任。会員数２４人。 

・６月７日、日立製作所中央研究所佐川先生から、依頼連絡。 

胃部Ｘ線検査支援システムの担当者によると、地域の団体等と協力して、病院や自

治体に働きかけを行い、システムの導入を進めることを考えているとのこと。 

・６月１５日、昭和事務所、第１３回音の視覚化研究ミーティング開催。 

      「２Ｄ／３Ｄ構築技術と展開実験」未来大生と議論、実験。 

２Ｄとは、ビデオ形式のレベル。正面からの動きしか見ることができない。 

３Ｄとは、表示用ランタイムを使い、上下左右回転等どの角度からでも手話表現を

確かめられるように見やすいため、手話学習教材や情報のバリアフリー化のため災
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害情報システムに適している。ソフトのライセンスが日立製作所本社に移管された

ため、表示用ランタイムを独自作成するしか販売が難しい。 

・６月２３日、北海道知事より、定款一部変更の認証（第５条・事業）、登記済み。 

・７月７日、昭和事務所にひかり電話・インターネット開通。 

・７月１２日、昭和事務所、プランコンペ第１回イベント会議。５人参加。 

事業計画の見直し、地域手話の著作物使用許諾の件、議論など。 

（著作者および出版者の権利の侵害となるので、あらかじめ地域ろうあ団体あて許

諾を求める必要があるため。今まで作成された地域手話データベースは未公開。） 

・８月５日、日立製作所、手話アニメ Professional 版のライセンスを正式購入認可。 

３Ｄ手話データ作成開始となる。 

同時に、障害者基本法改正。第２２条（情報の利用におけるバリアフリー化等）を

実現。 

「わたしたち法人は、平成 23 年 8 月 5日改正の障害者基本法第 22 条の情報の利用

におけるバリアフリー化等のための研究、新しいシステム開発の活動をしています。

資料は「音の視覚化」、「情報アクセシビリティ」と表記されますが、「情報のバリア

フリー化」と読み替えさせていただきますようお願いします。」と補足。 

・８月１５日、昭和事務所、プランコンペ第２回イベント会議。４人参加。 

地域手話情報の調査研究を開始。「北海道版」手話単語約１８０語収録予定。 

・８月２３日、渡島総合振興局・地域づくり推進事業、ヒアリング審査。 

・８月３１日、北海道新幹線開業の木古内駅・新函館駅の駅舎のバリアフリー化の意見交換会で

「３Ｄ手話アニメーションを使った災害情報等の情報バリアフリー化」を発表、国

土交通省鉄道機構に提案した。【別紙３参照】 

・９月７日、昭和事務所、第１４回音の視覚化研究ミーティング開催。 

      「イギリス手話コーパスに関する件」未来大生と議論、実験。 

・９月１３日、まちづくりセンター「未来の身体展」で、岡本教授(未来大)、小野教授(北大)ら

進捗状況報告、今後の計画の打ち合わせ。 

・９月１７日、京都、第６回全国手話検定試験地域代表会議のあと、北海道ろうあ連盟との著作

物許諾の相談。 

・９月２６日、名古屋工業大学訪問。（音声認識研究・李教授） 

・９月２７日、東京、We Love コミュニケーション全国集会のあと、DPI 日本会議・尾上事務局

長と会談。 

・９月２９日、昭和事務所、プランコンペ第３回イベント会議。６人参加。 

各地域手話の著作物使用許諾に関わる申請の準備、その議論。 

（許諾まで、地域手話データベース公開はしない旨を説明。） 

・１０月１日、東京、オーストラリアのアダム講師によるイギリス手話コーパス講演会。 

・１０月２日、旭川、手話検定試験受験者のための学習セミナーのあと、ヒアリング。 

・１０月５日、３Ｄ視覚効果発見。 

日立製作所から３Ｄviewerランタイムをもらえない代わりに、Cortona3DやFreeWRL

などの CADviewer フリーソフトを使って、マウスで上下左右回転するなど自由に動

ける３Ｄ視覚効果ができることになった。フリーソフトを使って表示用ランタイム

を独自作成することになる。動作確認済み。【別紙４】 

・１０月７日、昭和事務所、第１５回音の視覚化研究ミーティング開催。～10/17 まで。 

      「２Ｄ／３Ｄ進行案の検討、実験開始」未来大生と議論、実験。 

地域手話アニメーション・北海道版（試供版）手話単語約１８０語収録予定で２Ｄ

／３Ｄデータ作成、未公開として準備開始。 
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・１０月２０日、昭和事務所、プランコンペ第４回イベント会議。６人参加。 

３Ｄ視覚効果発見のため、２Ｄ／３Ｄ進行への実施スケジュール見直し案の議論。 

（許諾まで、地域手話データベース公開はしない旨を説明。） 

・１０月３１日、渡島総合振興局・地域づくり推進事業計画書提出。（プランコンペは別になる） 

・１１月１４日、昭和事務所、第１６回音の視覚化研究ミーティング開催。 

      「２Ｄ／３Ｄ進行で、配布用ＤＶＤイメージ案の構築」未来大生と議論、実験。 

・１１月１７日、昭和事務所、プランコンペ第５回イベント会議。９人参加。 

地域社会雇用創造のため、今後の聴覚障害者等雇用創出案の議論。 

（許諾まで、地域手話データベース公開はしない旨を説明。） 

・１１月２２日、渡島総合振興局・地域づくり推進事業交付金決定通知。 

①ＩＴ研修会 

②情報のバリアフリー化調査研究 

調査研究者３人選定、打診。釧路・旭川・札幌へ調査派遣計画。 

③音の視覚化フォーラム「情報のバリアフリー化シンポジウム」 

筑波技術大学の大杉先生に講師打診。 

④まちづくり情報ＤＶＤライブラリー 

テーマ３種作成。（環境音の研究） 

・１２月１４日、昭和事務所、緊急会議。９人参加。 

渡島総合振興局・地域づくり推進事業交付金決定のため、実施計画案確認等の議論。 

①ＩＴ研修会、1/22 実施。 

②情報のバリアフリー化調査研究、1/27～1/29 まで実施。 

③音の視覚化フォーラム「情報のバリアフリー化シンポジウム」、2/26 実施。 

筑波技術大学の大杉先生に講師打診結果、ＯＫとの回答。 

④まちづくり情報ＤＶＤライブラリー、テーマ３種作成。（環境音の研究） 

（許諾まで、地域手話データベース公開はしない旨も説明。） 

・１２月２３日、昭和事務所、第１７回音の視覚化研究ミーティング開催。 

      「配布用地域手話アニメＤＶＤの展開動作の確認」未来大生と議論、実験。 

試供版、1/20 ごろまでを目途に完成したい。 

・１２月２８日、情報のバリアフリー化調査研究、 

1/27 釧路、1/28 札幌、1/29 旭川と打診。結果Ｃ案を考える。 

・１２月３１日、地域手話アニメーション、平成２３年４月１日以降、作成された地域手話情報

データベース化の調査結果、約３００語追加作成完了。 

【平成２４年（２０１２年）】 

・１月１８日、３Ｄ地域手話アニメーション・北海道版ＤＶＤ試供版完成。（函館版は未定） 

・１月２６日、第６回イベント会議（函館市総合福祉センター・参加者６人） 

【議題】個人事業開業「地域手話アニメ製作所」の設立、起業定義等の決議。 

ＮＰＯ法人はこだて音の視覚化研究会は、製造および販売に関わる事業業

務を行わない。権利を取得された日立製作所の手話アニメーション編集ソ

フトのライセンス使用許諾、製造販売等受託業務契約書作成の議論。 

ヒアリング調査の方法の確認 

プランコンペ実績報告書作成等の事務処理 

・１月２７日～２９日、ヒアリング調査派遣。（調査者４人。うち、ろう者２人、大学生２人） 

1/27、釧路聴力障害者協会 

1/28、札幌聴覚障害者協会および北海道総合調査研究会 

1/29、旭川ろうあ協会 
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2D/3D 地域手話アニメーション・北海道版（DVD 試供版）の紹介、手話表現および災

害関連に対するインタビュー調査を行った。 

同じ単語では地域によって手話表現が大きく違った。 

北海道総合調査研究会に進捗状況報告、まとめ・課題、今後の計画予定の相談。 

・２月２６日、「音の視覚化フォーラム」情報のバリアフリー化シンポジウム 

（函館市総合福祉センター、参加者２０人） 

１．講演 「地域手話の作成研究」 

講師 言語学博士 大杉 豊 先生 

（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 准教授） 

２．パネルディスカッション 

「障害者が安心して働き、暮らしやすい地域づくりの討論」 

３Ｄ手話アニメーションを使った地域手話の作成紹介および札幌・旭

川・釧路のろう者からヒアリング調査結果報告、災害関連に対するイン

タビュー調査を行った。 

 

 

地域手話データベース累計、約１，７１８語。すべて未公開。 

 



 - 17 -

【別紙１】 22.10.3 道南ブロック研修会① 
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【別紙１】 22.10.3 道南ブロック研修会② 
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【別紙１】 22.10.3 道南ブロック研修会③ 
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【別紙１】 22.10.3 道南ブロック研修会④ 

 

 

 

（別紙１の終わり） 
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【別紙２】 23.1.29 内閣府地域社会雇用創造事業・北海道社会的起業プランコンペ（第２次募

集）選定評価委員会によるプレゼンテーション① 
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【別紙２】 23.1.29 内閣府地域社会雇用創造事業・北海道社会的起業プランコンペ（第２次募

集）選定評価委員会によるプレゼンテーション② 

 

 

（別紙２の終わり） 
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【別紙３】 23.8.31 北海道新幹線開業の木古内駅・新函館駅の駅舎のバリアフリー化の意見交

換会① 
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【別紙３】 23.8.31 北海道新幹線開業の木古内駅・新函館駅の駅舎のバリアフリー化の意見交

換会② 
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【別紙３】 23.8.31 北海道新幹線開業の木古内駅・新函館駅の駅舎のバリアフリー化の意見交

換会③ 

 

 

（別紙３の終わり） 
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【別紙４】 23.10.5 ３Ｄ手話アニメーションの特長① 

（動画可能ですが、資料のため静止画で掲載している。） 

 

下記の画像のとおり、マウスなどで動かして、どの角度からでも確かめられることができる。 

（例、地名「函館」と表現したもの） 

   

左上から見た         上から見た             右上から見た 

 

   

左から見た          正面                右から見た 

 

   

左下から見た         下から見た         右下から見た 

 

※「背面」に回転することができるので、表現が見えないことになっている。 

 

 四角マークは「停止」ボタン、三角マークは「再生」ボタン。 
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【別紙４】 23.10.5 ３Ｄ手話アニメーションの特長② 

 

１．２Ｄ表現と３Ｄ表現の違いについて 

２Ｄは、紙に絵を描いたようなものを考えて、ビデオ映像と同じように表現する。 

３Ｄは、プラモデルを組み立てたようなものを考えて、マウス等で上下左右回転と

動かしてみることができるように表現する。立体視覚効果。 

３ＤＣＧ (3-Dimentional Computer Graphics)の略。 

 

２．使いみちにおけるメリットとデメリットについて 

メリットは、 

・手話教材を使うことができる。 

（手話関連の教材や書籍のほとんどは平面的なイラストで描かれているため、手話

表現が正確に伝わらないことが多い。立体（３Ｄ）アニメーションを使って、どの

角度から確かめられることができるため、将来は新たな単語追加も負担がかからな

いコスト面の可能性は大きい。） 

・情報のバリアフリー化の使途が幅広い。 

（文字や言葉の意味がわからないとき、災害情報を速やかに知らせるために、病院

や福祉センターなどの公共施設、電車やバスなどの交通機関に情報システムを導

入することが望ましい。手話を学ぶ人に限らず、コミュニケーション支援として

多くの人々に広める学習機会を作れる。） 

・地域手話情報データベースとして、ライブラリーに役立つ。 

・世界の手話を作ることができる。 

デメリットは、 

・表情が疑問。とくに調整のための数値に限りがあるのでこれ以上はプログラム修正

が必要。（単語１語あたり修正を含めデータ作成の時間は３～６時間かかる。） 

・ひとりひとりのろう者の手話表現が多様化のため、一元化が難しい。同じ単語一つ

でＡＢＣ形式とか作る場合もある。また表現そのもの幾何学である。 

・キャラクターの変更が課題。地域特色によって違うため、地域対応のものを作る必

要がある。 

 

３．課題 

・肖像権の問題。実写が嫌がる人もいる。 

・プライベート上に対応できるのは生の手話通訳者の方が必要との声があるので、災害発

生の場合は、対策方法として新しい情報システムの必要性はどうなるかわからない。 

（質疑応答のようなブロードバンド的な存在として機械を作るのは先進的な技術が必

要であるし数十年かかるという指摘も。機械がダメの場合、生の手話通訳者が必要

であることになる。） 

・手話通訳者育成のために新たな手話学習拡充を考える必要かと思うし、手話を学ぼうと

努力される個人によって表現が恥ずかしくて手話入門でも通わない人や自ら手話がうま

く表現できない(難しい)人のために正確に表現できるように練習して覚える方法があれ

ば良いのではないかと考えているなど。「ＤＶＤで学ぶ手話の本」のような方法。 

・特化した地域手話の種類がたくさんあるため、調査方法の時間がかかるので難しい。 

・手話データ作成をするため、技術者育成や雇用創出は、先進的な話などがある。 

・その他の課題。 


